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9/1～10/6まで、藤沢市議会 9月定例会が開催され、次の事項等に

ついて審議が行われました。 

・財産の取得について（防災ラジオ） 

・工事請負契約の締結について（藤沢駅北口デッキ再整備） 

・藤沢市市民利用会議室条例の制定について 

・平成 28年度決算認定 

私は市側提出議案・決算認定も含めて全て賛成しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 27年 9月には新東館（外来ホール、エントラン
ス等一部を除く）が完成し、外来の一部及び病棟の供用
を開始しました。その後、西館病棟部分等の改修を経て、
現在、東館の残りの部分（外来ホール等）の建設を進め
ています。 
整備費用は、物価変動分を合わせて 106 億 7 千万円

で、平成 30年 7月には全工事を終え、グランドオープ
ンする予定です。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ
く、健全化を判断する４指標（①実質赤字比率 ②連結
実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率）に
ついて全て良好な状況にあるとの報告がありました。 

市民病院事業会計の昨年度決算は、約 5億 5千万円の
経常損失見込みとなりました。今後の健全経営に向け、
今年の 3月には「藤沢市民病院健全経営推進計画書」を
策定し、「神奈川県地域医療構想」を踏まえて、地域の
患者を地域の医療機関全体で診ていく観点から、急性期
医療に特化し、入院早期から退院支援が出来る体制づく
りやクリニカルパス（入院診療計画）による適切な入院
期間の設定、地域医療機関に逆紹介を積極的に進め、急
性期医療の必要な患者への診療枠の拡大に努めるなど
の取り組みを推進していくとしています。なお、推進計
画では、経常収支比率を平成 32 年度に 100%にするこ
とを目標にしています。 

 

本市では、小学生は全額無料、中学生は入院のみ所得
制限を設けて助成していますが、検討を重ねた結果、主
な生計者の所得が児童手当の所得制限を超えていない
世帯の中学生を対象に、通院に係る医療費助成の対象年
齢を中学校 3年生まで拡大することとしました。実施時
期は平成 31年 4月 1日を予定しています。なお、対象
者は約 9,000人と想定、扶助費を約 2億 2,500万円と見
込んでいます。 
※私は全ての子どもを対象とし、子育て世帯の可処分所
得を増やすことが重要だと考えます。 

 

鵠南小学校については、施設の老朽化の解消、教育環
境の整備、津波避難対策強化を目的として、全面改築に
よる再整備を行うこととしています。また、近隣施設の
浜見保育園、よつば児童クラブについても、津波避難対
策に課題があり、施設の老朽化も進んでいることから、
一体的に複合化施設として計画しています。今年度は、
基本構想の策定を進めており、平成 34 年度の供用開始
をめざします。 

 

一カ所に集約することによる「公有地の有効活用」や「一括
管理」などでコスト縮減が図られることもありますが、様々な
世代が一つの施設に集まり今までになかった交流が生まれ、地
域の拠点として機能することが期待できます。 
この考えは、今年度から４年間かけて進められる「第２次藤

沢市公共施設再整備プラン」に位置づけられ、建て替えをする
際の基本となっています。 

平成 28年度決算認定にあたり、私が所属する「民主
クラブ」からは、永井議員が賛成の立場で討論を行い
ました。一部ですが抜粋して紹介します。 
 

アメリカ軍の新型輸送機「オスプレイ」が藤沢市上
空にも飛来し、地域住民から不安の声が出ている。直
近では、シリアで墜落大破、新石垣空港にはオイル漏
れによる不時着など、事故が相次いでいる。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オリンピック憲章の精神をふまえ、「子どもたちによ
るイベント参加」といった考えが今後多数出てくると
思うが、現在の学習指導要領では、教科学習以外の活
動に使える「総合」などの時間は大幅に縮小している。 
こうしたことから、特に「教育プログラム」につい

ては、各学校の教育課程を尊重し、各学校との十分な
話し合いと合意のもとに進めることを求める。 
また、パラリンピックについては、メダルに期待す

るのではなく、障がい者と障がい者スポーツへの理解、
各選手のこれまでの道のりに光をあてていくことも大
切であることから、そういった主旨での普及・啓発を
お願いする。 

 
 

時事問題や趣味の食べ歩きを活かしたコラムなど、
写真も多く掲載しながら書き綴っています。 

ダイエット企画「大盛り・セット食べません」シリ
ーズも継続中。こちらの進捗も期待してください。 

議会情報は自分の入っていない委員会もなるべく傍
聴して素早くアップしています。ダイジェストとなっ
ているので「議事録見るのはちょっと・・」という方
は是非ご覧ください！ 

 
 

オスプレイは、モード転換の時が最も不安定で危険
であることから、飛来情報と合わせて飛行形態につい
ても監視を行うなど、状況把握を行っていただきたい。 

 
 
 

市長が主催する総合教育会議は、市長と教育委員が
対等の立場で協議を進めるもので、内容が整った場合
のみ法的な効力が生じるとのことだが、教育委員会と
「総合教育会議」の関係性及び教育に対する政治介入
が懸念される。 
「教育行政の中立」の担保を基本に、総合教育会議

の主旨、役割が参加者の間で、共通に認識されている
べきだと考える。  
いい形で運用され、より良い教育に繋げていただき

たい。  
 
 

選挙教室については、希望する小学校の６年生を対
象に実施しているが、平成 28年度に白浜養護学校高等
部において実施されたことを高く評価する。 
選挙においては、現在もバリアフリー・介助物品の

配備等、多様な配慮をされているが、引き続き、障が
いのある方のほか、日本語を母語としない人等に対し
ても、合理的配慮をお願いする。  

 

給付型奨学金に充てる原資となる、教育応援基金に
ついては、わかりやすいパンフレット作成など、広く
市民に対して協力を求めていくよう要望する。 
児童養護施設を利用する子どもたちは、18歳で退所

することとなり、その後は自ら住宅を確保する必要に
迫られるが、そのハードルは高い。世田谷区では、給
付型奨学金とともに住居支援も実施している。同様な
取り組みを要望する。 

 
 
 

高齢者虐待の防止には、過酷な状況下で介護を担っ
ている「介護者」への支援が必要である。 
在宅介護においては、介護する側の負担が大きすぎ

て、不幸にして加害者になってしまうケースもあり、
家族介護者（ケアラー）に対する支援が急務である。   
ケアラーの負担軽減を図るのに有効な手段として、

北海道栗山町では、ケアラー手帳を配布し効果を上げ
ている。参考にして本市でも検討をしてほしい。 
ケアラーは、高齢者だけの問題ではなく、子どもが

担っているケースもある。このようなヤングケアラー
の実態調査を昨年 7 月に市内の全教員を対象に実施し
たが、結果を現場にフィードバックし、今後の現場で
の「気づき」や実践につなげていくこと及び市として
ヤングケアラー支援を図っていくことを要望する。 

 
 

特別支援教育での医療資格を持った介助者の配置に
ついて、教育委員会が教職員対応要領で「行事参加に
際して保護者に付き添いを求めることは差別である」
と規定し、全国的にも注目されている。 
医療的ケアを必要とする児童・生徒に対し、医療資

格を持った学校看護介助員を平成 28年度は 3名派遣、
児童・生徒の医療的ケアを実施したことを評価する。
今後は、学校看護介助員の派遣時間数を増やすなど、
更なる充実を要望する。 

 

明治時代に先進的な教育機関として存在し、吉田茂
も学んだ耕余塾（こうよじゅく）と関わりが深い旧三
觜家住宅が文化財として維持されたことは非常に意義
があると感じている。 
また遊行寺には国宝の一遍上人絵伝をはじめ、多く

の重要文化財や有形文化財が存在する。 
現在も様々な講演や展示会などの事業が行われてい

るが、今後更なる取り組みをお願いしたい。 
 

 

この貫徹通信を地域に配布しているときは、市内のい
ろいろなお店で昼食を食べるのが楽しみなのですが、市
役所での会議や仕事のときは、藤沢駅周辺で昼食となり
ます。 

最近のお気に入りは藤沢駅南口にある千里飯店。メニ
ューに「昭和のラーメン（５００円）」というものがあ
り、自分好みの昔ながらの懐かしい味で、とっても好き
です (^.^)♪。 

でも近頃こういうラーメンはめっきり少なくなった
と寂しく感じます。 

このお店の炒飯、中華丼、タンメン、サンマーメン、
広東麺も美味しいですよ～！ 

 
 
 


